
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                    
 

 

              
 

『
熊
谷
空
襲
を
忘
れ
な
い
市

民
の
会
』
が
発
足
し
て
か
ら
約

10
年
が
経
過
。
こ
の
間
、
市
街

地
の
戦
跡
巡
り
や
大
学
生
等
に

よ
る
調
査
・
研
究
発
表
な
ど
を

意
欲
的
に
企
画
さ
れ
、
私
自
身

も
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

そ
の
中
で
、
い
く
つ
か
熊
谷
市

へ
対
す
る
課
題
提
起
も
ご
ざ
い

ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
熊
谷
空
襲

の
戦
跡
に
案
内
板
を
つ
け
ら
れ

な
い
か
？
と
い
う
も
の
。
こ
れ
は
、

戦
跡
を
通
し
て
市
内
外
の
方
が

空
襲
の
歴
史
を
知
る
と
と
も
に
、

平
和
に
つ
い
て
の
洞
察

を
深
め
る
契
機
に
も

な
り
得
る
と
私
自
身

は
受
け
止
め
ま
し
た
。  

 
 

そ
こ
で
、
熊
谷
市
議

会
の
市
政
に
関
す
る

一
般
質
問
で
行
政
サ
イ
ド
に
問

う
た
と
こ
ろ
、「
所
有
者
の
方
々

の
協
力
や
設
置
場
所
の
確
保
が

で
き
る
箇
所
に
つ
い
て
、
案
内
板

の
設
置
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。
」
と
い
う
前
向
き
な
答
弁
を

引
き
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

こ
れ
に
先
立
ち
、
県
立
熊
谷

女
子
高
等
学
校
の
北
門
に
は
既

に
市
の
教
育
委
員
会
に
よ
る
案

内
版
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、

こ
の
度
、
民
間
所
有
の
戦
跡
に

も
案
内
板
が
つ
い
た
こ
と
は
大

き
な
前
進
だ
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。
草
の
根
の
活
動
か
ら
生
ま

れ
た
声
に
行
政
が
真
摯
に
向
き

合
い
、
カ
タ
チ
に
し
て
下
さ
っ
た

こ
と
は
素
直
に
評
価
し
た
い
と

思
い
ま
す
。 

な
お
、
今
後
の
課
題
と
し
て

は
、
他
の
民
間
所
有
の
戦
跡
に

も
案
内
版
を
設
置
す
る
こ
と
と

併
せ
て
、
時
間
の
経
過
と
と
も

に
老
朽
化
す
る
戦
跡
を
如
何
に

し
て
後
世
へ
残
し
て
い
く
か
？
と

い
う
こ
と
で
す
。
具
体
的
に
は
、

補
修
や
修
繕
と
い
う
部
分
へ
も

行
政
が
積
極
的
に
関
わ
る
べ
き

と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

引
き
続
き
、「
非
核
平
和
都

市
」
を
宣
言
す
る
熊
谷
市
の
一

議
員
と
し
て
、
平
和
行
政
の
さ

ら
な
る
推
進
と
強
化
を
目
指
し
、

『
熊
谷
空
襲
を
忘
れ
な
い
市
民

の
会
』
の
皆
様
を
中
心
に
よ
り
広

く
市
民
と
連
帯
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。 

（熊
谷
市
議
会
議
員
） 
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熊
谷
空
襲
の
戦
跡
に
案
内
板
が
つ
く 

市
民
の
思
い
が
カ
タ
チ
に
！ 

腰
塚 

菜
穂
子 

 

石上寺の戦災けやき案内板 

女神像横に設置された「星川」案内板」 

中央公園の戦災けやき案内板 熊女北門の案内板（教育委員会が設置） 



昨
年
は
戦
後
80
年
と
い
う
こ

と
で
、
日
本
中
で
様
々
な
企
画

展
が
開
催
さ
れ
た
。
熊
谷
市
周

辺
で
は
、
熊
谷
市
立
図
書
館
、

行
田
市
郷
土
博
物
館
、
桶
川
市

平
和
祈
念
館
、
群
馬
県
館
林
市

第
一
資
料
館
、
大
泉
町
公
民
館

一
階
ホ
ー
ル
、
赤
堀
歴
史
民
俗

資
料
館
（
伊
勢
崎
市
）
な
ど
で
も

企
画
展
が
開
催
さ
れ
、
回
ら
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
ど
こ
も
地
域

的
な
特
徴
を
メ
イ
ン
に
展
示
し

て
い
て
大
変
勉
強
に
な
っ
た
。
中

で
も
前
橋
市
は
、
常
設
の「
前
橋

空
襲
と
復
興
資
料
館
」
を
オ
ー

プ
ン
さ
せ
際
立
つ
取
り
組
み
を

行
っ
た
。「
前
橋
空
襲
を
風
化
さ

せ
な
い
」
と
い
う
市
民
の
思
い
が

具
現
化
さ
れ
た
も
の
だ
。
熊
谷

市
も
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。 

私
た
ち
は
、
八
木
橋
８
階
カ

ト
レ
ア
ホ
ー
ル
で
、
8
月
13
日

か
ら
18
日
ま
で
、「
〜
戦
後
80

年
平
和
展
〜
最
後
の
空
襲
・
熊

谷
」
を
開
催
し
た
。
新
聞
、
テ
レ

ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
で

も
取
り
上
げ
て
い
た

だ
き
、
熊
谷
市
民

を
中
心
に
約
４
，
０

０
０
名
の
来
場
が
あ

り
、
市
民
の
平
和
へ
の
思
い
を
改

め
て
感
じ
た
。
う
れ
し
い
誤
算
だ

っ
た
の
が
、
空
襲
体
験
者
の
来
場

が
多
か
っ
た
こ
と
だ
。
遠
方
に
住

む
お
子
さ
ん
に
頼
ん
で
連
れ
て

き
て
も
ら
っ
た
方
、
体
力
的
に
行

け
な
い
の
で
話
を
聴
き
に
来
て
ほ

し
い
（
八
木
橋
に
電
話
）
と
連
絡

を
く
れ
た
方
、
90
歳
を
過
ぎ
て

お
一
人
で
来
場
し
て
体
験
談
を

話
さ
れ
た
方
な
ど
、
大
変
貴
重

な
出
会
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

大
き
な
力
を
得
た
。
さ
ら
に
、

高
校
生
や
大
学
生
な
ど
の
来
場

も
多
く
次
世
代
へ
の
継
承
の
端

緒
に
も
な
っ
た
と
思
う
。 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
夏
の
イ
ベ
ン

ト
に
前
後
し
て
ア
メ
リ
カ
人
の
二

人
の
方
か
ら
コ
ン
タ
ク
ト
が
あ
っ

た
。
一
人
は
Ｃ
Ｎ
Ｎ
記
者
の
レ
ン

ド
ン
さ
ん
。
も
う
一
人
は
、
ア
メ

リ
カ
在
住
の
作
家
フ
ィ
ル
さ
ん
だ
。

レ
ン
ド
ン
さ
ん
は
、
ソ
ウ
ル
在
住

で
ア
ジ
ア
・
中
東
地
区
の
戦
争
を

中
心
に
取
材
し
て
い
る
と
い
う
。

熊
谷
空
襲
を
題
材
に
記
事
を
書

き
た
い
と
い
う
申
し
出
だ
っ
た
。 

取
材
に
協
力
す
る
こ
と
に
し

た
の
だ
が
、
い
く
つ
か
疑
問
も
あ

っ
た
。
そ
の
一
つ
が
、
日
本
の
主

だ
っ
た
都
市
は
、
米
軍
の
空
襲
で

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
の
だ

が
、
“
な
ぜ
、
熊
谷
な
の
か
”
と
い

う
点
だ
っ
た
。
レ
ン
ド
ン
さ
ん
の

問
題
意
識
は
、
天
皇
の
玉
音
放

送
（
無
条
件
降
伏
）
の
わ
ず
か

12
時
間
前
に
行
わ
れ
た
熊
谷

空
襲
に
つ
い
て
、
熊
谷
市
民
は
ど

う
思
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
。
取
材
内
容
は
、
｛「
無
意

味
な
空
襲
」 

第
二
次
世
界
大
戦

の
終
戦
わ
ず
か
12
時
間
前
に
爆

撃
を
受
け
た
日
本
の
町
」
｝
と
題

し
た
ｗ
ｅ
ｂ
記
事
に
な
り
、
７
月

１５
日
に
配
信
さ
れ
た
。
そ
し
て

Ｃ
Ｎ
Ｎ
ニ
ュ
ー
ス
の
ワ
ー
ル
ド
ト
レ

ン
ド
で
第
一
位
に
な
っ
た
。
熊
谷

空
襲
が
世
界
中
に
知
れ
た
と
い

う
こ
と
だ
。 

次
に
フ
ィ
ル
さ
ん
だ
が
、
彼
は

執
筆
中
の
小
説
「T

he P
avilion

 
of the D

ecem
ber M

oon

」
（
１２

月
の
月
の
館
）
の
ロ
ケ
ハ
ン
で
熊
谷

に
来
た
の
だ
。
小
説
は
、
南
京
大

虐
殺
と
熊
谷
空
襲
を
シ
ン
ク
ロ

さ
せ
た
内
容
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

T
otally out of control

（
完
全

に
制
御
不
能
）
と

T
otally 

in 
control

（
完
全
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
て
い
る
）
を
核
に
し
て
い
る

と
い
う
。
制
御
不
能
と
捉
え
ら

れ
た
の
は
南
京
大
虐
殺
だ
。
そ

し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
た
と

し
て
い
る
の
は
熊
谷
空
襲
の
こ
と

だ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
問
題
意
識
は

異
な
る
が
、
熊
谷
空
襲
は
、
私

た
ち
が
思
っ
た
り
感
じ
て
い
る
こ

と
以
上
に
大
き
な
意
味
を
持
つ

の
だ
ろ
う
。
戦
争
に
お
け
る
象

徴
的
な
事
象
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。 

あ
と
一
つ
の
疑
問
は
、
“
最
後

の
空
襲
が
、
な
ぜ
熊
谷
だ
っ
た
の

か
”
と
い
う
点
だ
。
お
二
人
は
同

じ
見
解
を
示
し
た
。
単
純
に
順

番
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
だ
。
フ
ィ
ル
さ
ん
に
は
完
成

し
た
本
を
送
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、

そ
の
後
の
交
流
が
続
い
て
い
る
。 

南
京
大
虐
殺
と
は 

南
京
大
虐
殺
と
は
、
１
９
３
７
年

（
昭
和
12
年
）
、
日
中
戦
争
に
お
い
て
、

日
本
軍
が
当
時
の
中
国
の
首
都
、
南
京

を
占
領
し
た
際
（
陥
落
は
12
月
13
日
）
、

中
国
軍
の
捕
虜
や
一
般
市
民
に
対
し

て
殺
害
、
暴
行
、
略
奪
、
放
火
な
ど
を

行
っ
た
事
件
で
す
。
犠
牲
者
数
に
つ
い

て
は
、
数
万
人
か
ら
３０
万
人
と
大
き

な
幅
が
あ
り
ま
す
。
日
本
政
府
は
、
非

戦
闘
員
の
殺
害
や
略
奪
行
為
等
が
あ

っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
、
と
し
つ
つ
、

正
確
な
犠
牲
者
数
に
つ
い
て
は
断
定
は

困
難
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い

ま
す
。
私
は
、
両
国
政
府
と
距
離
を
置

い
た
国
際
的
な
第
三
者
機
関
を
つ
く
り

実
態
を
明
ら
か
に
し
て
、
戦
争
の
非
人

道
性
を
炙
り
出
し
、
平
和
の
礎
に
し
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

会計報告 
（2025/11/24～2026/1/26） 
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ア
メ
リ
カ
人
か
ら
見
た
熊
谷
空
襲 

吉
田
庄
一 

 

 

告
知 

春
の
イ
ベ
ン
ト 

 

日 

時 

３
月
２２
日(

日)

14
時 

場 

所 

熊
谷
市
緑
化
セ
ン
タ
ー

２
階 

 

「
熊
谷
空
襲
を
ど
う
伝
え
る
か
～

記
憶
の
継
承
の
い
ま
～
」（仮
題
） 

 

大
学
で
映
像
を
学
ぶ
松
田
み

な
み
さ
ん
が
、
熊
谷
空
襲
を
題
材

に
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。
松
田
さ
ん
の
映

画
の
試
写
会
を
中
心
に
、
熊
谷
空

襲
の
継
承
に
つ
い
て
、
若
者
た
ち

と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
い
た
し
ま

す
。 

http://www.peace-kumagaya.org/

